
令和5(2023)年度第２回
函館西部まちぐらし共創サロン

函館市西部地区再整備事業について

函館市西部まちぐらしデザイン室



函館市西部地区再整備事業基本方針

○ 将来像

○ 重点プロジェクト

ハード事業
（街区整備・建物改修）

ソフト事業
（官民連携促進）

ソフト事業
（町会活性化）

ソフト・ハード両面からの取り組み
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「西部地区ならではのまちぐらしの姿」

・まちそのものを家として暮らす
・自分たちの暮らしを自分たちで創る
・人のつながりの中で暮らす
・ここにあった新しい暮らしを楽しむ



共創のまちぐらし推進プロジェクト

○ 函館西部まちぐらし共創サロン

「西部地区ならではのまちぐらし」の将来像の実現や，「西部地区における共創の
まち育て」をコンセプトに，地域住民をはじめ，市民やまちづくりに関わる参加者
が西部地区の未来を考え，共有し，まちぐらしを語り合う場として「函館西部まち
ぐらし共創サロン」を開催しています。

令和４年度
・第１回 R4.7.29 「共創」
・第２回 R4.9.2  「情報発信」
・特別開催 R4.7.29 「映画の街函館・ロケ物語」
・第３回 R4.11.18  「町会」
・第４回 R5.1.20 「公民連携」
・第５回 R5.3.24 「移住」

共創サロン（令和５年７月２２日）
地域交流まちづくりセンター

令和５年度
・第１回 R5.7.22
「西高生が考える西部地区のまちぐらし」

・第２回 R6.1.25
「西部地区の空地・空き店舗等の利活用」
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共創のまちぐらし推進プロジェクト

○ 西部地区チャレンジショップ

西部地区での開業支援の一環として，西部地区での開業を目指す方を対象に，チャ
レンジショップの場を設け，テスト販売や顧客開拓に役立てていただき，西部地区
にある空家・空き店舗での開業を後押しするため開催しています。

第１回
・開催期間：R5.11.1（水）～４（土）
・出店者 ：焼き菓子KUU（１店舗）

第１回の様子
（街角ＮＥＷＣＵＬＴＵＲＥ）

第２回
・開催期間：R6.2.9（金）～11（日）
・出店者 ：SOUNTRA COFFEE AND MUSIC

古着屋RUFFY
のこたべ （３店舗）

３



○ 重点整備街区再整備事業

既存ストック活性化プロジェクト

意向把握調査の実施（2023年度）
・早期着手が可能な街区の選定や所有者との協議の効率化を図るため，西部地区都市
景観形成地域内の所有者を対象に，活用意向等の調査を実施。
・多くの方が現状の活用を考えており，売却を検討している方も一定数いるが，
不動産会社に依頼しても売却できないなどの課題が判明。

［結果］
                      （単位：件） 

送付数 回答 未回答（返戻含） 

2,000 419(21.0％) 1,581(79.0％) 

 

現状のまま活用 売却等を検討したい 後日回答(返信待ち)  

319（16.0％） 80(4.0％) 20(1.0％)  

 

［調査結果イメージ］
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令和５年度(2023年度)第２回

函館西部まちぐらし共創サロン

函館市西部地区再整備事業基本方針に掲げる重点プロジェクトの一つである「共創のまちぐらし推進プロジェク
ト」における取組として「西部地区における共創のまち育て」をコンセプトに開催しております。
今回は、西部地区の課題の一つである「空家・空き店舗」について、空家等の利活用を促すにはどうしたらよいか、

語り合い、共有し、考えるために開催します。

(同)ハルモニア
街角クレープ 代表

後藤 舞子

古民家の間借り営業から
スタートしたクレープ店
が考える、西部地区の
空家･空き店舗の魅力と
活かし方について

TOPPANデジタル(株)
函館サテライトオフィス

堀田 瑞穂

築 1 1 0年の古民家を
リノベーションした、
エンジニアが働くサテラ
イトオフィスについて

(株)蒲生商事 常務取締役
(同)箱バル不動産 代表

蒲生 寛之

不動産業の視点から
解説する、空家･空き
店舗等の利活用の課題
や疑問について

西部地区の空家・空き店舗等の利活用テーマ
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